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平成 31年 (2019 年 )平成 31年 (2019 年 )

Ｐ２　　特別企画　国内外で活躍する町出身者Ｐ２　　特別企画　国内外で活躍する町出身者

Ｐ４　　特集　香美町総合戦略　事業評価・検証についてＰ４　　特集　香美町総合戦略　事業評価・検証について

Ｐ６　　おしらせ　平成 30年度児童生徒表彰式　ほかＰ６　　おしらせ　平成 30年度児童生徒表彰式　ほか

Ｐ１１　連載　けんこう広場　ほかＰ１１　連載　けんこう広場　ほか

Ｐ２０　香美町おさかな通信Ｐ２０　香美町おさかな通信

表紙　　香美町公式インスタグラム「kamista_link」の運営に協力をしてくれた村岡高校の生徒の皆さん表紙　　香美町公式インスタグラム「kamista_link」の運営に協力をしてくれた村岡高校の生徒の皆さん

今月の主な内容今月の主な内容
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ふじたさんの略歴

香美町出身。2014 年、イラスト

投稿サイト「p
ピ ク シ ブ

ixiv」に投稿した「ヲ

タクに恋は難しい」が、「第 1回

次にくるマンガ大賞」の“本にし

て欲しい web マンガ部門”第 1

位を獲得。また pixiv 内オリジナ

ルコミック・ブックマーク数歴代

1 位 を 記録。2015 年、pixiv ×

一迅社共同サイト「c
コ ミ ッ ク プ ー ル

omicPOOL」

で連載中の「ヲタクに恋は難しい」

でデビュー。

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
町
出
身
者 

第
２
回

は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
全
国
放
送
さ
れ
、

２
０
２
０
年
に
実
写
映
画
が
公
開
予
定
の
ア

ニ
メ
「
ヲ
タ
ク
に
恋
は
難
し
い
」
の
原
作
者

ふ
じ
た
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

ー
幼
少
期
は
ど
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た
か
。

　

ふ
じ
た　

通
信
簿
に
「
元
気
は
い
い
が
落

ち
着
き
が
な
い
」
と
ば
か
り
書
か
れ
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

ー
香
美
町
を
離
れ
て
か
ら
の
仕
事
や
暮
ら
し

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
じ
た　

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
大
阪
で

特
に
漫
画
を
描
か
ぬ
ま
ま
バ
イ
ト
に
明
け
暮

れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
バ
イ
ト
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
か
ら
一
念
発

起
し
て
上
京
し
、
今
な
ん
と
か
漫
画
を
描
い

て
生
き
て
い
け
て
い
ま
す
。
大
き
な
街
で
暮

ら
す
と
い
う
こ
と
は
良
く
も
悪
く
も
多
く
の

刺
激
を
受
け
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
面
で
は
関
東
に
出

て
き
た
意
味
が
あ
っ
た
の
か
な
と
今
で
は
思

伸
び
伸
び
と
し
た
自
由
な
思
考

伸
び
伸
び
と
し
た
自
由
な
思
考

や
発
想
力
が
培
わ
れ
た

や
発
想
力
が
培
わ
れ
た

第
２
回

　

ふ
じ
た

▲ 3月 29 日に発売予定の「ヲタクに恋は難しい」第 7巻特装版の書影にメッセージを寄せていただきました。
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い
ま
す
。

　

ー
香
美
町
で
の
暮
ら
し
や
経
験
は
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

ふ
じ
た　

伸
び
伸
び
と
し
た
自
由
な
思
考
、

発
想
力
な
ど
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か

な
環
境
で
培
わ
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

今
描
い
て
い
る
漫
画
に
は
残
念
な
が
ら
生
か

せ
て
い
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
当
は
ビ
ル
街
よ
り
木
々
や
草
む
ら
な
ど
の

自
然
物
を
描
く
ほ
う
が
得
意
で
は
あ
り
ま
す
。

生
か
せ
て
ま
せ
ん
が
。

　

ー
漫
画
を
描
く
こ
と
と
な
っ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
じ
た　

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
き
っ
か
け
と

い
う
も
の
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
し
い
て
言

う
な
ら
描
い
た
も
の
を
見
て
く
れ
た
り
褒
め

て
く
れ
た
り
す
る
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ー
現
在
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

　

ふ
じ
た　

c

コ

ミ

ッ

ク

om
ic P

プ

ー

ル

O
O
L

と
い
う
ウ
ェ
ブ

雑
誌
で
連
載
漫
画
を
描
い
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
ゲ
ス
ト
原
稿
と
し
て
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ー
現
在
の
職
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
、

感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
じ
た　

や
は
り
漫
画
を
読
ん
で
い
た
だ

い
て
、「
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
い
た

だ
け
た
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。
あ
と
、

や
っ
と
親
孝
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
実
家
に
帰
省
し
た
時
に
家
族
と
外
食
に

行
っ
て
会
計
を
し
て
い
る
時
が
ひ
そ
か
に
う

れ
し
い
で
す
。

衆
に
好
ま
れ
や
す
い
二
つ
の
テ
ー
マ
が
重

な
っ
て
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん

で
い
た
だ
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ー
「
ヲ
タ
恋
」
は
高
畑
充
希
さ
ん
、
山
﨑

賢
人
さ
ん
の
Ｗ
主
演
で
実
写
映
画
化
と
な
り
、

２
０
２
０
年
に
公
開
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
の
心
境
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ふ
じ
た　

高
畑
充
希
さ
ん
の
歌
と
顔
芸
が

容
赦
な
い
！
山
﨑
賢
人
さ
ん
の
眼
鏡
ま
で
こ

だ
わ
っ
た
ス
ー
ツ
姿
が
か
っ
こ
い
い
！
福
田

監
督
だ
か
ら
作
れ
る
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ

な
い
「
ヲ
タ
恋
」
の
世
界
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

に
！

　

ー
今
後
の
展
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
じ
た　

来
年
も
再
来
年
も
忙
し
く
あ
り

た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
一
生

ゲ
ー
ム
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

　

ー
香
美
町
の
こ
こ
が
好
き
！
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
じ
た　

香
美
町
は
毎
年
冬
に
は
お
い
し

い
カ
ニ
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
旅
館
な
ど
に
泊

ま
る
と
だ
い
た
い
カ
ニ
鍋
、
カ
ニ
刺
し
、
カ

ニ
の
天
ぷ
ら
、
そ
し
て
締
め
に
カ
ニ
雑
炊
。

こ
れ
と
香
住
鶴
と
い
う
こ
れ
も
地
元
名
産
の

日
本
酒
な
の
で
す
が
お
酒
が
苦
手
な
人
に
も

甘
く
て
飲
み
や
す
く
て
私
は
大
好
き
で
す
。

香
美
町
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ー
最
後
に
地
元
、
香
美
町
の
子
ど
も
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
じ
た　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
た
ぶ
ん
、

成
長
し
た
ら
地
元
を
離
れ
る
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
外
の
大
き
な
街
で
は
地
元

と
は
違
っ
た
大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
と
き
帰
っ
て
き
て
初
め
て
、
住
ん
で

き
た
町
の
い
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
、
好
き
に

な
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

香
美
町
の
い
い
と
こ
ろ
が

香
美
町
の
い
い
と
こ
ろ
が

親
孝
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

親
孝
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

２
０
２
０
年
に
実
写
映
画
が

２
０
２
０
年
に
実
写
映
画
が

見
え
て
好
き
に
な
れ
る

見
え
て
好
き
に
な
れ
る

て
う
れ
し
い

て
う
れ
し
い

公
開
予
定
で
す
！

公
開
予
定
で
す
！

▲累計 700 万部を超えるヒット作となった「ヲタ恋」の 1～ 6巻
　3月 29 日に新刊が発売予定

▲昨年の香住ふるさとまつりで作成された「ヲタ恋」うちわ

▲累計 700 万部を超えるヒット作 なった「ヲタ恋」の 1～ 6巻

▲ TVアニメ化された「ヲタ恋」の公式ガイドブックとブルーレイディスク▲ TVアニメ化された「ヲタ恋」の公式ガイドブックれた「ヲタ恋 クとブル レイデ スクイドブ ク

　

ー
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
「
ヲ
タ
恋
」
に
つ

い
て
、
特
別
な
思
い
出
や
ヒ
ッ
ト
に
至
る
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ふ
じ
た　

「
こ
れ
を
し
た
か
ら
ヒ
ッ
ト
に

至
っ
た
！
」
み
た
い
な
も
の
は
無
い
の
で
、

た
ま
た
ま
そ
う
い
う
の
が
流
行
し
た
時
代

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
代

で
は
ヲ
タ
ク
文
化
が
大
衆
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
と
は
別
に
恋
愛
と
い
う
こ
れ
も
ま
た
大



香美町総合戦略香美町総合戦略

事業評価・検証について事業評価・検証について
●問い合わせ先　役場企画課●問い合わせ先　役場企画課

各基本目標の取り組み内容各基本目標の取り組み内容

　町では、国が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本的な考え方などを基に、現在、町が直面

している人口減少への対応を図るため、人口の現状や将来展望を示した「香美町人口ビジョン」を踏まえ、平

成 27 年度から平成 31 年度までの 5年間で集中的に行う「香美町らしい」効果的で実効性の高い施策をまと

めた「香美町総合戦略」を策定し、町の魅力を内外へ発信しながら、効果的な取組を推進しています。

　本誌では、総合戦略の取り組み内容の一部を紹介します。詳しい内容は、町ＨＰをご覧ください。
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　地域内経済を強化することにより、地域経済を支える人材育成とその就労を促し、地域の活力を取り戻し、

地域の維持発展を目指す取組です。

▼これまでの成果

基本目標Ⅰ　香美町における安定した雇用を創出する基本目標Ⅰ　香美町における安定した雇用を創出する

具体的な施策 事業の内容など

起業・創業窓口の設置と総
合的支援

ワンストップ相談窓口（商工会）の設置
と起業・創業支援セミナーなどの開催

日本一食材の PR強化
カニフェスタの開催による香住ガニ
をはじめとした香美町食材の PR

都市部での誘客、販路拡大
につながる情報発信の高度
化、多様化への取組

神戸営業所によるマスコミ、飲食店
などへのプレスリリースなど

新たな松葉ガニ、但馬牛料
理の研究、開発

ダブルブランド鍋の開発と PR

地域創造力アドバイザーに
よる地場産業の活性化

香住ガニの地域ブランド化へ向けた
各種団体などによる連携した取組

起業・創業件数
15件
（平成30年度までの累計）

各種メディアにおけ
る情報発信件数

141 件
（平成 29年度実績）

観光客入込数
133.8 万人
（平成 29年度実績）

うち宿泊者数
36.7 万人
（平成 29年度実績）

販路拡大に向けた国
外商談会参加企業数

10社
（平成 30年度までの累計）

▼これまでの成果

　町に住む若い世代が住み続けられるようにすることと併せ、町外へ流出した町出身者が帰って来られる環境

を整備し、新たに移住する人を増やす取組です。

基本目標Ⅱ　香美町への新しい人の流れをつくる基本目標Ⅱ　香美町への新しい人の流れをつくる

具体的な施策 事業の内容など

移住サポーターの配置による
ワンストップ相談窓口の開設

移住相談窓口の開設と都市部におけ
る相談会などでの積極的な PRの実施

利活用可能な空き家情報の
発信

空き家バンクの運営および移住情報
誌への情報提供の実施

お試し田舎暮らし制度の整備
空き家バンクに登録された物件を選
定し、お試し住宅として提供する制
度の創設

空き家を活用したシェアオ
フィスなどの支援体制づくり

地域との協働によるシェアハウスの
整備に対する助成制度の創設

和牛改良の礎を築いてきた
但馬牛のルーツの世界へ向
けた情報発信

美方郡産但馬牛の特異性と価値をア
ピールするための「日本農業遺産」
登録に向けた取組

移住者数
25世帯 48人
（平成30年度までの累計）

空き家の利活用件数
23件
（平成30年度までの累計）

空き家バンク物件登
録数

49件
（平成 30年度実績）

空き家バンク利用登
録者数

59人
（平成 30年度実績）

「兵庫美方地域の但馬牛システム」の日本
農業遺産への登録と世界農業遺産への申請
決定

▲ 町ＨＰを確認できます



今後の方針今後の方針

　総合戦略で定めた「香美町らしい」施策に取り組み始めてから、4年が経過します。過去 4年間の取組により、

若者世代の起業や移住者の増加、空き家を活用した宿泊施設の開業などによる地域の賑わい創出など、一定の

成果はあがりつつあるものの、人口減少には歯止めがかかっていないのが現状であるため、平成 31年度（2019

年度）も、第 1期総合戦略の総仕上げの年として、各基本目標に掲げられた施策を着実に推進します。

　また、これまでの総合戦略の取り組み成果や課題の分析と改善を図り、町の中長期的な将来を見据えながら、

高齢者が安心して住み続けられ、若者や子育て世代にとって魅力ある「持続可能なまちづくり」を目指し、平

成 32年度（2020 年度）からも引き続き効果的で実効性の高い町づくりを推進するため、第 2期総合戦略を

平成 31年度（2019 年度）に策定することとしています。

　地域コミュニティに根差し、地域への愛着と誇りを育み、地域の共助の力を高めることにより、本町ならで

はの安心な暮らしづくりを目指す取組です。
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基本目標Ⅳ　基本目標Ⅳ　時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、周辺地域と連携する時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、周辺地域と連携する

　地域ぐるみで結婚・出産・子育ての希望をかなえることの大切さを町民の皆さんと共有し、結婚・出産・子

育ての各段階に応じたきめ細かい方策を組み合わせ、その実現を目指す取組です。

基本目標Ⅲ　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる基本目標Ⅲ　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

行政評価組織（香美町総合計画審議会）による評価行政評価組織（香美町総合計画審議会）による評価

　総合戦略は、PDCAサイクルの 4つの視点を政策実現と検証の過程に取り込むことにより、継続的な改善を

推進する進捗管理を行い、今後の施策や事業の改善に活用しています。

　また、行政評価組織である香美町総合計画審議会による評価を行うことで外部の目を確保しながら、客観的

に進捗状況の把握を行っています。

　平成 28年度および平成 29年度の評価は「全体的には現在の取組を推進するべきだが、重要業績評価指標

（KPI）の見直しの検討が必要」となっています。

▼これまでの成果具体的な施策 事業の内容など

子育て世代包括支援セン
ターの設置

子育て世代包括支援センターを開設し、
妊娠期から出産、子育て期にわたる母子
保健や育児に関する総合相談支援を実施

母子保健サービスの充実と
食育の推進

多様な母子保健事業の積極的な推進
による子育て支援

乳幼児医療費、こども医療
費の助成

高校３年生までの子どもの入院、通
院の際に発生する自己負担額の全額
助成

地産地消による日本一のふ
るさと給食の推進

地元食材の活用促進と各学校などに
おける「ふるさと給食調理実習教室」
の開催

ボランティア、農作業体験
などによる出会い・交流の
場の創出

町内の各種団体などが実施する出会
い支援事業への助成金の交付

子育て世代包括支援セ
ンターでの相談件数

339 件
（平成 29年度実績）

産婦健康診査費助成、新生児聴覚検査費助成、
産前産後ヘルパー派遣事業の創設

乳幼児医療費、こど
も医療費の給付件数

26,819 件
（平成 29年度実績）

出会い支援事業への
参加者など

男性 48人、女性 30人
カップル成立数 16組
（平成 29年度実績）

▼これまでの成果具体的な施策 事業の内容など

協働による地域づくりを推
進する「新しい地域コミュ
ニティ組織」の確立

「新しい地域コミュニティづくりの
基本方針」の策定と射添地区におけ
る組織設立準備委員会の設置

コミュニティカフェなどの
多世代が集う魅力スポット
づくり

空き家を活用したコミュニティス
ペースの開設支援と利活用策の提案

地域包括ケアシステムの構築
介護予防サポーターの育成と、住民
による介護予防への取り組み支援

住民が気軽に集える施設や
場所（サロンなど）の整備
と提供

元気体操サークルの発足支援と活動
継続支援

新しい地域コミュニティ
設立準備委員会の設立

1組織
（射添地区）

空き家を活用したコミュ
ニティスペース、ICT オ
フィスなどの開設

5件
（平成30年度までの累計）

介護予防サポーター養成
講座受講者数

69人
（平成30年度までの累計）

元気体操サークル数
32団体
（平成30年度までの累計）
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●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
平
成
3030
年
度
児
童
生
徒
表
彰
式

年
度
児
童
生
徒
表
彰
式

長
井
小
学
校　

　

第
35
回
兵
庫
県
学
校
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰

　
　

最
優
秀
校

西
谷 

悠ゆ

う

き希
（
兎
塚
小
学
校
６
年
生
）

　

 

平
成
30
年
度
兵
庫
県
「
歯
・
口
の
健
康
に

関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　

知
事
賞

古
川 

あ
さ
ひ
（
射
添
小
学
校
１
年
生
）

　

 

第
64
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル

　
　

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞

　

 

第
64
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン

ク
ー
ル

　
　

兵
庫
県
知
事
賞

中
村 

祐ゆ

う

き希
（
村
岡
中
学
校
２
年
生
）

　

 

全
国
中
学
校
体
育
大
会
・
第
56
回
全
国
中

学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
５
位

　

 

第
67
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

25
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

64
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

　
　

女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

村
岡
中
学
校
女
子
ス
キ
ー
部

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

64
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
総
合
第
１
位

田
淵 

弘こ

う

た大
（
小
代
中
学
校
３
年
生
）

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

64
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

　
　

 

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル

第
１
位

小
代
中
学
校
男
子
ス
キ
ー
部

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

64
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
総
合
第
１
位

　

３
月
５
日
、
役
場
本
庁
舎
で
文
化
、
芸

術
、
体
育
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
町

内
の
児
童
・
生
徒
を
表
彰
す
る
「
平
成
30
年

度 

児
童
生
徒
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。（
順

不
同
・
敬
称
略
）

町
長
表
彰

町
長
表
彰

▲兎塚小学校 6年生 西谷悠希さん▲射添小学校 1年生 古川あさひさん

▲長井小学校の皆さん

▲村岡中学校女子スキー部の皆さん▲小代中学校男子スキー部の皆さん
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

教
育
長
表
彰

教
育
長
表
彰

尾
崎 
悠ゆ

う

ひ陽
（
香
住
小
学
校
６
年
生
）

　

 

第
64
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン

ク
ー
ル

　
　

兵
庫
県
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞

北
村 

愛あ

い

（
余
部
小
学
校
３
年
生)

　

第
70
回
兵
庫
県
幼
・
小
・
中
造
形
教
育
展

　
　

み
な
と
銀
行
文
化
振
興
財
団
賞

上
田 

直な

お

と都
（
香
住
第
一
中
学
校
３
年
生
）

　

 

第
64
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵

庫
県
大
会

　
　

男
子
共
通
棒
高
跳
第
３
位

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・

第
70
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
　

男
子
共
通
棒
高
跳
第
２
位

　

 

第
65
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会

　
　

男
子
棒
高
跳
第
２
位

● 

香
住
第
一
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　

 

第
70
回
兵
庫
県
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会　

第
３
位

亀
村 

未み

ほ歩
（
香
住
第
二
中
学
校
３
年
生
）

　

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
　

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

山
本 

拓ひ

ろ

き輝
（
香
住
第
二
中
学
校
２
年
生
）

　

第
78
回
全
国
教
育
美
術
展　

特
選

田
中 

陽は

る

き貴
（
香
住
第
二
中
学
校
１
年
生)

　

第
78
回
全
国
教
育
美
術
展　

特
選

坂
本 

歩ほ

だ

か崇
（
村
岡
中
学
校
２
年
生
）

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

64
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

井
上 

真ま

り

あ

里
愛
（
村
岡
中
学
校
１
年
生
）

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

64
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

　
　

女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

田
淵 

瑠り

ゅ

う

き希
（
小
代
中
学
校
２
年
生
）

　

 

第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

64
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
２
位

　
　

 

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル

第
２
位

▲余部小学校 3年生 北村愛さんの作品

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

公
共
事
業
評
価
の
審
査
結
果

公
共
事
業
評
価
の
審
査
結
果

▲表彰状を受け取る浜上町長

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
1010
年
連
続
最
高
評
価
！

年
連
続
最
高
評
価
！

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
（
東
京
都
）
が
「
第
11
回
Ｂ

＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
を
１
月
22
日
に
笹
川

記
念
会
館
（
東
京
都
）
で
開
催
し
、
香
住
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
10
年
連
続
最
高
評
価

の
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
評
価
は
、
施
設
の
管
理

・
運
営
面
を
把
握
し
、
今
後
の
活
動
の
活
性

化
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が

行
う
支
援
活
動
の
指
標
と
す
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
、
平
成
15
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

評
価
は
最
優
良
で
あ
る
特
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で

の
６
段
階
あ
り
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
は
、
２
０
１
８
年
度
４
月
度
評
価
で
特

Ａ
と
な
り
、
10
年
連
続
で
最
高
評
価
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
公
共
事
業
の
選
択
や
実
施
に
当

た
り
、
投
資
効
果
や
実
施
過
程
の
透
明
性
を

高
め
る
た
め
、
そ
の
必
要
性
や
効
果
に
つ
い

て
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
開
催
さ
れ
た
審
査
会
で
、
平
成

31
年
度
以
降
に
実
施
予
定
の
事
業
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
下
表
の
事
業
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
共
事
業
の
審
査
は
香
美
町
公
共

事
業
評
価
審
査
会
（
内
部
審
査
会
）
と
香
美

町
総
合
計
画
審
議
会（
外
部
審
査
会
）で
行
っ

て
い
ま
す
。

事業名 事業内容など

小代地域局等
整備事業
（小代区大谷）

　小代地域局・小代区
総合センターの改築に
より、耐震化とユニバー
サルデザイン化を図る
ことで、町民が安心、
快適に利用できるよう
に整備を行い、町民本
意の高い行政サービス
を提供する。
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●
問
い
合
わ
せ
（
縦
覧
・
閲
覧
・
提
出
）
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を

一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の

う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
継
続
的
に

使
用
さ
れ
る
車
両
に
は
「
軽
自
動
車
税
の
減

免
措
置
」
が
あ
り
ま
す
。

減
免
申
請
書
提
出
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
金
）

提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写
し

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

注
意
事
項

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
自
動

車
税
（
県
税
）
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
な
ど
を
取
得
、
廃
車
、
譲
渡
し

た
と
き
、
ま
た
は
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は

申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

　

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動

車
に
関
す
る
申
告
事
項
と
必
要
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※ 

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
に
は
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
標
識

交
付
申
請
を
し
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（注） 軽自動車は、所有していることに基づいて課税されます。

公道走行の有無とは関係ありません。

　

納
税
義
務
者
は
、
自
分
が
納
付
す
べ
き
固

定
資
産
税
に
係
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
、

町
内
の
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比

べ
て
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
〜
５
月
７
日
（
火
）
の

平
日
で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

※
手
数
料
は
無
料

縦
覧
で
き
る
帳
簿

・ 

土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

　
　

 （
土
地
の
所
在
地
、
地
目
、
地
積
お
よ
び
価
格
）

・ 

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

　
　

 （
家
屋
の
所
在
地
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
お
よ
び
価
格
）

※ 

縦
覧
希
望
者
は
、
納
税
通
知
書
、
ま
た
は

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

納
税
義
務
者
は
、
自
分
が
所
有
す
る
固
定

資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸
借
契
約
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳

を
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

手
数
料

　

 

１
件
３
０
０
円
（
土
地
は
５
筆
ま
で
、
家

屋
は
５
棟
ま
で
を
１
件
と
し
ま
す
）

　

※
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
無
料

※ 

納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
賃
貸
借
契
約

書
な
ど
権
利
が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

車　種 申告先

原動機付自転車
小型特殊自動車

役場税務課または各地域局

軽自動車（二輪）
二輪の小型自動車

神戸運輸監理部姫路自動車検査
登録事務所
℡ 050・5540・2067

軽自動車（三輪・四輪）
軽自動車検査協会兵庫事務所姫
路支所
℡ 050・3816・1848

申告事項 必要なもの

新規取得
（標識交付申請）

・販売店から購入したとき 販売証明書、印鑑

・町外から転入したとき
・町外の人から譲り受けたとき

他市区町村で交付された廃車
証明書、印鑑

名義変更 ・町内の人から譲り受けたとき
登録票、譲り渡す人と譲り受
ける人双方の印鑑

廃車
・使用不能となったとき
・町外へ転出するとき
・町外の人へ譲り渡すとき

ナンバープレート、登録票、
印鑑

盗難にあったとき
警察署の盗難届受理証明書、
登録票、印鑑

平
成
平
成
3131
年
度
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

年
度
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

軽
自
動
車
な
ど
の
申
告
に
つ
い
て

軽
自
動
車
な
ど
の
申
告
に
つ
い
て
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課

町
の
事
業
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

車
い
す
移
動
車
両
を
導
入
し
ま
し
た

車
い
す
移
動
車
両
を
導
入
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
自
力
で
歩
行
が
困
難
な
人
や
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
が
、
障
害
の
な
い
人
と

一
緒
に
町
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
、
車
い
す
移
動
車
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
は
、
車
い
す
利
用

者
を
送
迎
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
車
両
を
使
っ
て
町
の
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　　

町
内
に
在
住
し
、
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

運
行
す
る
事
業
な
ど
の
参
加
者
で
、
障
害
な

ど
の
た
め
に
車
い
す
を
使
用
し
な
け
れ
ば
移

動
が
困
難
な
人

　

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
使
用
が
認
め
ら
れ

た
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
（
基
本
的
に
、
町
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
に
合
わ
せ
て
走
行
す
る

も
の
）

・
障
が
い
者
（
児
）
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い

・
議
会
傍
聴

・ 

町
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
、
町
の
補
助
団
体
が

行
う
研
修
会
な
ど

　

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
す
る
事
業
の

担
当
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
車
い
す
１
〜
２
台
の
場
合
…
10
人

・
車
い
す
３
〜
４
台
の
場
合
…
９
人

※
運
転
手
（
町
職
員
）
を
含
み
ま
す
。

※ 

車
い
す
の
大
き
さ
に
よ
り
、
利
用
で
き
る

人
数
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

介
助
す
る
人
の
同
乗
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

利
用
で
き
る
人

利
用
で
き
る
事
業

利
用
で
き
る
事
業

利
用
手
続
き

利
用
手
続
き

乗
車
定
員

乗
車
定
員

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
人
に
「
健
幸
ポ
イ
ン

ト
」
を
付
与
し
、
運
動
習
慣
の
動
機
付
け
や

定
着
を
目
指
す
こ
の
事
業
で
す
が
、
平
成
31

年
度
も
４
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
事
業
内
容
を
簡
単
に
し
て
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
変

更
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

① 

役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
（
電
話
も
可
）。

② 

申
し
込
み
の
際
に
記
録
簿
を
渡
し
ま
す

（
電
話
申
し
込
み
の
場
合
は
後
日
郵
送
）。

③ 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
運

動
に
取
り
組
み
、
記
録
簿
に
記
録
し
ま
す
。

④ 

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
景
品
と
交
換
で

き
ま
す
。

⑤ 

申
し
込
み
は
３
月
20
日
（
水
）
か
ら
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

変
更
点

① 

「
続
け
た
よ
ポ
イ
ン
ト
」
と
「
行
っ
た
よ

ポ
イ
ン
ト
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

② 

運
動
の
種
類
を
「
Ａ
有
酸
素
運
動
」
と
「
Ｂ

体
操
、
筋
力
運
動
」
と
分
け
て
い
ま
し
た

が
、
ど
ん
な
運
動
で
も
い
い
よ
う
に
変
更

し
ま
し
た
。

③ 

実
践
ポ
イ
ン
ト
を
○
印
１
つ
に
つ
き
５
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
も
の
を
10
ポ
イ
ン
ト
に
変

更
し
ま
し
た
。

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
水
泳

・
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

・
ラ
ジ
オ
体
操

・
い
き
い
き
体
操

・
介
護
予
防
体
操

・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

・
腹
筋
運
動

・
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
ど
ん
な
運
動
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
方
法

参
加
方
法

事
業
の
対
象
と
な
る
運
動
の
例

事
業
の
対
象
と
な
る
運
動
の
例

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

障
害
者
雇
用
の
現
場
か
ら

障
害
者
雇
用
の
現
場
か
ら

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
経
済
的
な
安

定
が
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も
に
、
働
く
こ
と

は
生
き
が
い
を
持
っ
た
暮
ら
し
を
す
る
上
で

も
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
内
企
業
・
事
業
所
の
協
力

や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関
係
者
が
連
携
を
図

り
、
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
の
拡
大
と
就
労

Ｑ 

．
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か
。

Ａ 

．
19
歳
か
ら
働
い
て
い
て
、
今
年
で
３
年

目
に
な
り
ま
す
。
勤
務
時
間
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
、
週
５
日
間
勤
務

し
て
い
ま
す
。
通
勤
は
徒
歩
で
す
。

　

 　

仕
事
の
内
容
は
、
廊
下
や
棚
な
ど
の
掃

除
や
ガ
ラ
ス
拭
き
、
給
食
の
配
膳
や
後
片

付
け
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

．
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

Ａ 

．
給
料
で
お
母
さ
ん
に
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
こ
と
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
買
っ

た
こ
と
で
す
。

に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
一
般

的
な
就
労
が
困
難
な
人
の
日
中
活
動
の
場
で

あ
る
多
機
能
施
設
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
な
ど
し
て

就
労
へ
の
知
識
や
能
力
の
向
上
に
努
め
、
一

般
企
業
な
ど
へ
の
就
労
移
行
、
就
労
定
着
を

目
指
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
関
わ
り
な

く
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
、
誰
も
が
参

加
で
き
る
社
会
で
あ
る
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
社
会
の
理
念
の
も
と
、
本
町
に
お
け
る
障

害
者
施
策
の
方
向
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
基

本
方
針
と
し
て
、「
第
３
期
香
美
町
障
害
者

福
祉
計
画
（
平
成
30
年
度
〜
35
年
度
）」
を

策
定
し
、
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
向
け
た
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
に
あ
た
り
、
町
は
町
民

に
と
っ
て
一
番
身
近
な
行
政
機
関
と
し
て
、

障
害
の
あ
る
人
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
障
害

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤

を
整
え
る
と
と
も
に
、「
香
美
町
自
立
支
援

協
議
会
」
を
中
心
と
し
た
事
業
者
や
関
係
機

関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

働
け
る
環
境
づ
く
り

働
け
る
環
境
づ
く
り

区分
一般の民間企業 地方公共団体（市町村）

兵庫県 全国 香美町 県平均 全国平均

実雇用率
（H29.6.1 現在）

2.03％ 1.97％ 2.61％ 2.41％ 2.29％

法定雇用率
（H30.4.1 現在）

（　）はH30.3.31 まで

2.2％
（2.0％）

2.5％
（2.3％）

▼一般の民間企業と地方公共団体の障害者雇用率

従
事
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

従
事
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

　

香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、

障
害
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
態

や
課
題
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
情
報
収
集

を
し
、
関
係
機
関
で
共
通
認
識
を
持
ち
、
課

題
解
決
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

本
誌
12
月
号
に
引
き
続
き
、
障
害
者
雇
用

に
取
り
組
む
地
元
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、「
香
住
小
学
校
」
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

事
業
所
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

事
業
所
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

Ｑ
．
一
緒
に
働
い
て
い
て
ど
う
で
す
か
。

Ａ 

．
特
別
支
援
学
校
で
訓
練
さ
れ
て
い
た
の

で
、
仕
事
は
一
通
り
出
来
て
い
ま
す
。
笑

顔
も
増
え
、
仕
事
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

一
人
で
出
来
る
業
務
も
、
経
験
を
重
ね

て
17
項
目
ま
で
増
え
ま
し
た
。
そ
の
日
の

天
候
に
よ
り
出
来
る
業
務
が
限
ら
れ
る
の

で
、
出
勤
後
に
、
今
日
一
日
に
行
う
業
務

を
自
分
で
決
め
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
や
り
遂
げ
た
時
に
自
信
も
つ
き

ま
す
。

　

 　

職
場
の
懇
親
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

職
員
と
も
な
じ
ん
で
い
ま
す
。

　

 　

こ
れ
か
ら
も
学
校
や
地
域
に
貢
献
し
て
、

仕
事
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

▲給食の配膳をする様子
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日
本
で
は
、
年
間
２
万
人
を
上
回
る
人
が

自
ら
命
を
断
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
「
香
美

町
自
殺
対
策
計
画
」
を
３
月
に
策
定
し
、
誰

も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
町

を
目
指
し
て
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

て
き
め
細
や
か
な
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
口
に
は
出
さ

な
く
て
も
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン

に
気
付
き
、
行
動
す
る
人
を
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」（
命
の
門
番
）
と
呼
び
ま
す
。
特
別

な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
誰

で
も
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
覚
え
て
お
き
た
い
４
つ
の
行
動

を
紹
介
し
ま
す
。
あ

な
た
の
勇
気
と
行
動

で
か
け
が
え
の
な
い

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
態
度
で
話
を
聴
い
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　

悩
み
を
打
ち
明
け
る
の
は
、
と
て
も
勇
気

が
い
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
苦

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
安
心
し
て
話
せ
る
雰
囲
気

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
「
死
に
た
い
」

と
打
ち
明
け
ら
れ
て
も
、
あ
わ
て
ず
に
話
題

を
そ
ら
さ
ず
、
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
じ
っ
く
り
と
話
を
聴
き
、「
大

変
だ
ね
、
つ
ら
い
ね
」「
よ
く
が
ん
ば
っ
た

ね
」「
よ
く
話
し
て
く
れ
た
ね
」
な
ど
共
感
し
、

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　

問
題
を
き
ち
ん
と
解
決
す
る
た
め
に
は
、

専
門
家
の
力
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
医
療

機
関
へ
の
受
診
に
は
抵
抗
が
あ
る
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
具
体
的
な
相
談
機
関

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
本
人
の
意
思
を
尊
重

し
な
が
ら
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

役
場
健
康
課
ま
た
は
福
祉
課

兵
庫
県
い
の
ち
と
心
の
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
７
８
・
３
８
２
・
３
５
６
６

（
月
〜
金
）
午
後
６
時
〜
翌
午
前
８
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
）
24
時
間

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

℡
０
１
２
０
・
２
７
９
・
３
３
８
（
24
時
間
）

　

生
き
に
く
さ
や
暮
ら
し
に
く
さ
を
抱
え
て

い
る
人
の
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た
相
談

必
要
な
支
援
に
つ
な
い
だ
あ
と
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

専
門
家
に
つ
な
い
だ
あ
と
も
、
変
わ
ら
ず

見
守
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

傷
つ
い
た
心
が
回
復
す
る
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
す
ぐ
に
よ
く
な
ら
な
く
て
も
、
焦

ら
ず
に
優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

見
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
な
る
あ
な
た
自
身
の
健
康
管
理
も
忘

れ
ず
、
し
っ
か
り
と
休
養
を
と
り
、
ス
ト
レ

ス
を
た
め
な
い
こ
と
や
、
信
頼
で
き
る
相
談

相
手
を
持
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

周
囲
に
普
段
と
様
子
の
違
う
人
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

あ
な
た
の
周
り
に
「
最
近
、
表
情
が
暗
く
、

元
気
が
な
い
」「
頻
繁
に
体
調
不
良
を
訴
え

る
」
な
ど
、
普
段
と
様
子
の
違
う
人
は
い
ま

せ
ん
か
？
表
情
や
行
動
な
ど
で
、「
何
だ
か

様
子
が
お
か
し
い
」
と
い
つ
も
と
違
う
変
化

に
気
付
く
こ
と
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
へ
の
第

一
歩
で
す
。
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
勇
気
を

出
し
て
「
疲
れ
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
眠

れ
て
い
る
？
」「
元
気
な
い
け
ど
、大
丈
夫
？
」

「
力
に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
？
」
な
ど
、
自

分
に
で
き
る
声
掛
け
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
変
化
に
気
付
く
」

「
変
化
に
気
付
く
」

じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
る

じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
る

支
援
先
に
つ
な
げ
る

支
援
先
に
つ
な
げ
る

温
か
く
見
守
る

温
か
く
見
守
る

相
談
窓
口

相
談
窓
口

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　

大
切
な
命
を
支
え
る
４
つ
の
行
動　

〜
あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う
〜

　

大
切
な
命
を
支
え
る
４
つ
の
行
動　

〜
あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

学校版教育環境会議学校版教育環境会議
　本町は、山、川、海の豊かな自然や豊富な食材など、たくさんの学習資源に恵まれています。また学習環境

の面では、教職員一人が関わる児童・生徒数が少なく、個別指導がしやすい環境にあり、一人一人を磨き育て

る教育が可能です。各学校はこれら地域の特色を生かした魅力ある学校園づくりをそれぞれの校区の実情に応

じて行っています。

　教育については将来にわたり常に点検していくことが必要です。各学校は説明責任を果たすとともに、保護

者や地域の皆さんに校区の教育について理解していただけるよう、「学校版教育環境会議」を開催しています。

　同会議は町内の全小・中学校が毎年一定の時期に開催する会議で、教育ビジョンや経営方針、教育内容、教

育実践などについて説明した上で、学校に対する評価を確認しています。

　各学校園は評価を確認する方法として、それぞれの取組などに係るアンケートを実施し、その結果に基づき

改善を図っています。

　また会議では学校統廃合について確認をしています。「当該学校が魅力のある学校か」「地域の特色ある教育

を行っているか」「子どもを預けて大丈夫か」「信頼できるか」などの評価を受け、保護者や地域の皆さんが学

校を高く評価し信頼関係が続いている場合は、

学校を存続させていくこととしています。し

かし、出席者の 3分の 2以上が他校との統合

を望ましいとし、統合すべきであると判断し

た場合は、町長に対し、当該学校の廃止につ

いて、書面によって意思表示を行うことにな

ります。 

　今後も引き続き同会議を開催していきます。

子どもたちや地域の将来を考えていただく大

切な会議であり、各学校から開催のお知らせ

をしますので、多くの皆さんの参加をお願い

します。

▲生産者と一緒に梨を収穫する児童 ▲チャレンジプランでのグループ学習の様子

▲今年度開催された学校版教育環境会議



13 －広報 ふるさと香美 2019.3

フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
房
安
晋
也
で
す
。
村
岡
高
校

の
「
教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
大
学
の
先
生
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

着
任
以
来
、
生
徒
と
一
緒
に
町
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
に
足
を
運
び
、
行
動
を
共
に

し
て
き
ま
し
た
。
１
年
が
経
ち
、
高
校
で
は

い
よ
い
よ
活
動
の
「
ま
と
め
」
の
時
期
で
す
。

特
に
３
年
生
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
の

中
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
振
り
返
り
、「
自

分
は
こ
の
３
年
間
で
何
を
得
た
の
か
」
そ
し

て
、「
自
分
は
こ
れ
か
ら
何
を
目
標
と
し
て

こ
の
先
の
道
を
歩
む
の
か
」
と
い
う
問
い
を

立
て
直
す
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
以
降
、
大
学
入
試
や
就
職
試
験
の
た
め

の
志
望
理
由
、
面
接
練
習
の
ほ
か
卒
業
論
文

の
作
成
な
ど
生
徒
か
ら
の
問
い
に
つ
い
て
話

を
す
る
機
会
を
設
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
生
徒
と
一
緒
に
学
ん
で
き
た

経
験
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。
地
域
を
舞
台
に

し
た
授
業
の
中
で
、
答
え
の
見
え
な
い
課
題

に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
面
は
多
々
あ

り
ま
す
。
得
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず

な
の
に
、
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
抽

象
的
で
ど
こ
か
ふ
に
落
ち
な
い
。
し
か
し
言

葉
に
し
な
く
て
は
な
ら
い
。
そ
の
葛
藤
の
中

で
、
地
域
で
の
授
業
内
容
を
振
り
返
り
、
一

見
別
々
に
見
え
る
事
柄
の
筋
道
を
明
ら
か
に

し
、
ど
こ
ま
で
が
高
校
の
授
業
で
の
学
び

で
、
ど
こ
か
ら
が
自
分
の
目
標
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
一
つ
ず
つ
明
確
に
し
、
一
方
的
に

教
え
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
と
の
会
話
の
中

で
、
繰
り
返
し
問
い
か
け
、
一
緒
に
考
え
て

き
ま
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
生
徒
は
「
自
分

た
ち
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
こ
と
を
し
て
き
た

の
か
！
」「
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
こ
う
し
て

み
た
い
！
」
と
い
う
気
づ
き
を
獲
得
し
て
い

く
の
で
す
。
こ
う
し
て
本
気
で
考
え
て
い
る

場
面
に
立
ち
会
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
自

分
は
こ
れ
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
。

正
直
、
ど
こ
で
す
る
の
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い

け
ど
、
香
美
町
で
そ
れ
が
で
き
た
ら
最
高
で

す
！
」
と
言
っ
て
進
路
を
決
め
た
生
徒
の
姿

を
見
る
と
と
て
も
頼
も
し
く
思
え
ま
す
。

　

私
も
生
徒
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
生
徒
と

共
に
こ
の
町

を
盛
り
上
げ

る
一
員
で
あ

り
た
い
と
つ

く
づ
く
実
感

し
た
あ
る
冬

の
日
の
お
話

で
し
た
。

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第24話第 24話

　やむを得ず野焼きを行うときは、次のことに注意

しましょう。

　なお、野焼きを行う際は、事前に美方広域消防署

への届出が必要です。

・事前に近隣の人へ声掛けをする。

・ 強風時や乾燥注意報が発令されているときはやめ

る。

・焼却中は監視人をつける。

・焼却後は残火の処理をする。

　野焼きは、法律で「5年以下の

懲役、もしくは 1,000 万円以下の

罰金またはその両方」が科せられ

ます。

　野焼きは周囲に悪影響を及ぼす

こともありますので、やめましょう。

野焼きはやめましょう！野焼きはやめましょう！

　野焼きは原則禁止ですが、次のような場合は例外

とされています。

・災害の予防、応急対策、復旧

・風俗慣習上、宗教上の行事

・農林漁業

・たき火、日常生活で軽微なもの

野焼き禁止の例外野焼き禁止の例外

野焼きを行うときは…野焼きを行うときは…

●問い合わせ先　役場防災安全課

「地震対策」～寝室編～

　揺れで目が覚めたら、寝具にもぐり込むか、ベッ

ドの下に入り安全を確保しましょう。

　枕元には、厚手の靴下や、

懐中電灯などを置き、避難が

出来る準備をしましょう。　

　寝室では、頭の上にものが

落ちてこない所に寝ましょう。

防災豆知識防災豆知識
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ご
存
知
で
す
か
？

「
に
こ
に
こ
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
香
美
町
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

無
事
に
見
つ
か
っ

て
良
か
っ
た
…

大
切
な
家
族
が
認

知
症
に
な
っ
た
ら
、

命
を
守
る
た
め
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
。

「
に
こ
に
こ
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は 

① 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…

　

行
方
不
明
が
心
配
な
人
の
情
報
を
町

な
ど
に
事
前
登
録
し
、
日
頃
の
見
守
り

を
地
域
で
行
い
ま
す
。

②
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…

　

も
し
も
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
機
関
な
ど
に
情
報

発
信
し
、
早
期
発
見
を
行
い
ま
す
。

 

● 

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
の
流
れ

① 

家
族
な
ど
が
警
察
に
行
方
不
明
届
を

出
し
、
警
察
に
よ
る
発
見
活
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

② 

警
察
が
町
、
美
方
広
域
消
防
本
部
に

行
方
不
明
者
の
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

③ 

防
災
行
政
無
線
と
防
災
ネ
ッ
ト
香
美

で
行
方
不
明
者
の
捜
索
協
力
の
呼
び

掛
け
を
し
ま
す
。

④ 

行
方
不
明
者
を
見
か
け
た
場
合
、
警

察
へ
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

事
前
登
録
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

認
知
症
初
期
の
場
合
で
も
、
ふ
と
し

た
瞬
間
に
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

行
方
不
明
に
な
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
な
ど
の
病
気
に
よ
り
行
方
不
明

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
人
の
身
体
的
特
徴

や
連
絡
先
、
顔
・
全
身
写
真
な
ど
を
事

前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

【
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
】

① 

一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
て
見
守
り

体
制
を
検
討
し
、
地
域
で
の
見
守
り

に
役
立
て
ま
す
。

② 

事
前
登
録
情
報
を
元
に
立
ち
寄
る
可

能
性
の
あ
る
場
所
か
ら
地
図
を
作
成

し
、
警
察
や
地
域
な
ど
に
よ
る
ス

ム
ー
ズ
な
捜
索
活
動
が
行
え
ま
す
。

③ 

登
録
時
に
、
衣
服
に
貼
る
ア
イ
ロ
ン

プ
リ
ン
ト
ネ
ー
ム
や
靴
反
射
シ
ー
ル

を
渡
し
ま
す
。
こ
れ
を
衣
服
や
靴

に
貼
り
付
け
て
お
く
こ
と

で
、
発
見
・
保
護
し
た
場

合
速
や
か
に
本
人
を
特
定

し
、
家
族
の
元
へ
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
認
定
申
請
を
し
て
い
た

「
兵
庫
美
方
地
域
の
但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」

が
、
こ
の
ほ
ど
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
内
で
初
、
畜
産
部
門

で
も
初
の
認
定
で
す
。

① 

１
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
全
国
に
先
駆

け
「
牛
籍
簿
（
牛
籍
台
帳
）」
を
整
備
し
、

郡
内
産
に
こ
だ
わ
っ
た
育
種
改
良
が
行

わ
れ
、
美
方
郡
独
自
の
系
統
（
遺
伝
資

源
）
が
保
全
さ
れ
て
き
た
こ
と

② 

放
牧
と
畦
草
を
飼
料
と
し
た
但
馬
牛
の

飼
養
、
堆
肥
を
利
用
し
た
減
農
薬
農
法

な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
草
原
や
棚
田
の

維
持
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
併

せ
て
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の
申
請
に
つ
い

て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
但
馬
地
域
全
体
の
畜
産
振
興

と
地
域
活
性
化
の
追
い
風
に
な
る
こ
と
を

願
い
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認
定
を
目
指

し
取
り
組
み
ま
す
。

「
兵
庫
美
方
地
域
の
但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」

「
兵
庫
美
方
地
域
の
但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」

日
本
農
業
遺
産
認
定
！
次
は
世
界
農
業

日
本
農
業
遺
産
認
定
！
次
は
世
界
農
業

遺
産
認
定
を
目
指
し
ま
す
！

遺
産
認
定
を
目
指
し
ま
す
！

問い合わせ先　役場農林水産課
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

【事例】

　自宅に見知らぬ業者から電話があり

「今年 5月、皇太子さまが新たな天皇に

即位し、元号が変わる。記念に天皇陛下

のアルバムを買わないか」と電話があり、

皇室に興味があったので、少し話を聞い

た。

　「本来 8万円するが、今なら 3万 8千

円で買える」と言われた。最終的に断っ

たが、配送されて夫が受け取ってしまっ

た。

【ひとことアドバイス】

◆ 天皇陛下の退位に便乗して、アルバムや掛け軸な

どの購入を電話で持ち掛けられたという相談が寄

せられています。

◆ 話を聞いてしまうと断りにくくなります。購入す

る意思がない場合は早めにきっぱりと断りましょ

う。

◆ 注文や承諾していない商品が届いた場合は代金を

支払わず、受け取りを拒否しましょう。その際、

相手先の住所や電話番号をメモしておくと、相談

時に連絡しやすいです。

◆ 「誰が注文したのか分からない商品は受け取らな

い」といったルールをあらかじめ家族間で作って

おくことも大切です。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

天皇陛下退位に便乗した商法
～注文していない皇室アルバム～～注文していない皇室アルバム～

　平成 28 年 4 月にクリーンパーク北但でのごみ処理が

始まってから、約 3年が経過しましたが、依然として、

ごみの分け方・出し方のお問い合わせが多くあります。

今回はよくあるお問い合わせを紹介しますので、ごみ

を出されるときの参考にしていただき、適正なごみ処

理にご理解とご協力をお願いします。

Ｑ．乾電池類の指定ごみ袋が店舗で売っていません。

Ａ ．乾電池類の袋は廃止になりました。乾電池類は中

身の見える任意の袋（レジ袋など）に入れて名前を

書いて「乾電池類の日」に出してください。また、

ボタン電池はなるべく販売店などの回収 BOXをご利

用ください。

Ｑ ．いつもの時間にごみを出したのにごみが回収され

ません。

Ａ ．ごみは朝 8時までに出していただきましたか？す

でに収集が終わった可能性があります。工事や積雪

などにより、回収ルートを変える場合もありますの

で、必ず、当日の朝 8時までに出してください。

Ｑ ．蛍光管などの長いごみを出すときに袋の外に出て

しまいます。

Ａ ．蛍光管やほうきなどの長い

ごみを捨てるときは、袋から

多少出ていても回収します。

袋の口をしっかり結んでくだ

さい（ガムテープなどでは縛

らないでください）。蛍光管は

割れないよう、購入したとき

の箱に入れるか、新聞紙など

で包んで出してください。

Ｑ ．家電リサイクル対象商品（テレビ・エアコン・冷

蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機）は、解体すれば、

町の収集に出せますか？

Ａ ．解体しても町の収集には出せません。購入された

小売店や、買い替えを行う場合は、買い替えるお店

などにご相談ください。

Ｑ．紙製容器包装専用袋（紫色）は使えますか？

Ａ ．紙製容器包装専用袋は廃止になりました。紙製容

器包装は、「資源ごみ袋（緑色）」に入れて、「紙製容

器包装の日」に出してください。なお、紙製容器包

装専用袋はボランティアで回収したごみを出す袋と

して使用できるほか、不要な場合は、町民課の窓口

でも引き取りを行っています。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

▲ 蛍光管が割れないように購入
時の箱などに入れてください。

ごみの分け方・出し方ごみの分け方・出し方
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■
編
集
後
記
■

　

ご
卒
業
、
ご
卒
園
を
迎

え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
香
美

町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

「kam
ista_link

」

の

運

営
に
協
力
を
し
て
く
れ
た

村
岡
高
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
で
す
。

　

こ
の
生
徒
た
ち
は
進
学

を
機
に
こ
の
町
を
離
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
生

徒
た
ち
だ
け
な
く
、
高
校

を
卒
業
す
る
生
徒
が
、
進

学
や
就
職
な
ど
で
こ
の
町

を
離
れ
る
こ
と
は
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
町
を
離
れ
て
暮
ら

す
こ
と
で
、
こ
の
町
の
良

さ
や
も
っ
と
こ
う
す
れ
ば

良
い
の
に
と
い
う
と
こ
ろ

に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
こ

れ
か
ら
経
験
す
る
多
く
の

こ
と
を
い
つ
か
香
美
町
の

た
め
に
生
か
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）

わ
が
家
の
前
を
流
れ
る
川
に
寄
り
添
い
昭
和 

平
成
共
に
暮

ら
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

我
は
聞
く
貴
女
は
我
を
何
処
で
知
る
我
は
忘
れ
し
詫
び
る
む

な
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

ご
迷
惑
を
か
け
て
ば
か
り
と
頭
下
げ
他
人
の
顔
し
て
姉
は
ほ

ほ
え
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

あ
か
ぎ
れ
の
貼
膏
薬
を
詠
め
る
句
に
母
の
記
憶
が
胸
温
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

松
葉
ガ
ニ
は
予
定
通
り
に
す
と
聞
け
ば
歓
声
の
わ
く
今
日
の

厨
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

か
す
か
に
も
無
南
垣
沖
か
ら
聞
え
く
る
柴
山
港
の
朝
の
サ
イ

レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

差
し
込
め
る
朝
日
は
徐
々
に
角
度
変
へ
常
臥
す
吾
の
躰
温
め

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

紅
梅
の
膨
ら
む
つ
ぼ
み
に
明
る
み
て
ゆ
く
な
り
立
春
の
神
社

の
空
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

香
住
短
歌
会

2018 年度全国中学校体育大会　第 56 回全国中学校スキー大会

中村中村祐祐
ゆ う きゆ う き

希希さんが第 5位入賞！さんが第 5位入賞！

全国高校生マイプロジェクトアワード 2018 全国サミット

井端井端実実
み ゆみ ゆ

優優さんが全国大会に出場します！さんが全国大会に出場します！

　2月 4日から 7日にかけて苗場スキー場（新潟県）で開催さ

れた「2018 年度全国中学校体育大会　第 56回全国中学校スキー

大会」で村岡中学校 2年生の中村祐希さんが女子ジャイアント

スラロームで第 5位に入賞しました。

　68 番目の滑走という不利な条件の中、1本目 13 位に入ると、

2本目は 3位を記録し、合計タイムで見事第 5位に入賞。

　中村さんは「入賞を目標に 1年間頑張ってきたので、本当に

うれしい。やっと全国で戦えるレベルのスタートにきたので、こ

こからが本当の勝負だと思います」と語ってくれました。

　高校生が身の回りの課題や関心をテーマに学んだことをプレゼ

ンする「全国高校生マイプロジェクトアワード 2018 全国サミッ

ト」に村岡高校3年生の井端実
み ゆ

優さんが「つながりの先に、射添紙」

というプロジェクトで北近畿大会、関西大会を通過し、3月 24

日に東京都で開催される全国大会に出場することとなりました。

　井端さんは「人と人のつながりや射添紙の魅力を生かし、今後

も地域の皆さんと活動していきたい。全国の舞台でしっかりと発

表してきます」と語ってくれました。

▲女子ジャイアントスラロームで第 5位に入賞した中村さん

▲関西大会でプレゼンを行う井端さん
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 死亡日

（平成 31 年 2 月 19 日現在、順不同）※ このコーナーは、1.21 ～ 2.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、1.21 ～ 2.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

まちのうごき
（平成 31 年 2 月 1 日現在）

人　口 17,794 人　（－ 47）

男 8,483 人　（－ 23）

女 9,311 人　（－ 24）

世帯数 6,576 世帯（－ 16）

（　）内は前月比
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1 月 28 日、香住区御崎 1月 19日、村岡区中央公民館

1月 17日、佐津小学校・幼稚園1月 27日、ハチ北高原スキー場、おじろスキー場

百
も も て

手の儀式 第 17 回ジャンボかるた大会

1・17 追悼集会第 14 回香美町民スキー大会

　平家の落人伝説で知られる香住区御崎集落で、伝

統行事「百手の儀式」が行わました。

　門脇宰相平中納言教盛などの武将に扮した会社

員の山本燿
よ う じ

司さん、香住第一中学校 2年生の松上

祐
ゆ う ご

吾さん、同 1年生の藤平智
と も き

己さんの 3人が源氏

の目に見立てた的をめがけ、101 本の竹の矢を放

ちました。

　初めて射手役を務めた藤平さんは「責任を感じま

した。的にうまく当たらず難しかったです」と語っ

てくれました。

　村岡区の歴史や文化などの特徴が読み込まれた

「村岡区いろはかるた」を通じて、子どもたちにふ

るさと学習をしてもらおうと村岡区中央公民館が

「第 17回ジャンボかるた大会」を開催しました。

　参加した 33 人の園児、小学生は、A4 サイズに

拡大されたかるたを 1枚でも多く取ろうと必死に

取りに行きました。

　小学生の部で優勝した黒田陵
りょうすけ

介さんは「優勝でき

てうれしいです。一生懸命走って取りに行って疲れ

たけど楽しかったです」と語ってくれました。

　阪神淡路大震災や東日本大震災の教訓を受け継ぎ、

防災に対する意識を高め、命の大切さを学ぼうと佐

津小学校・幼稚園が「1・17追悼集会」を行いました。

　児童たちは黙とうや「しあわせ運べるように」を

歌ったあと、役場防災安全課の水田載
こと ひ さ

久主査から「防

災について」の講話を聞きました。

　水田主査は「遊びに行くときは誰とどこに行くの

か家族に伝えておくこと。逃げる場所を家族と決め

ておくことが大切です」と児童たちに語りました。

　スキーを通じて町民の健康の増進と親睦を図ろう

と町などが「第 14回香美町民スキー大会」を開催

しました。

　アルペンの部とクロスカントリーの部がそれぞれ

の会場で開催され、力強く疾走する選手に大きな声

援が送られました。

　アルペンの部に参加した小代小学校 5年生の邊

見陽
ひ ま り

葵さんは「楽しかったです。いい記録が出るよ

うにもっと頑張りたいです」と語ってくれました。

▲的を目掛けて竹の矢を射る射手役の皆さん ▲かるたを必死に取る参加者

▲防災グッズなどを用いて児童たちに説明する水田主査▲アルペンの部で力強く疾走する選手
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

1 月 28 日、村岡中学校、2月 6日、香住第一中学校

町長と中学 3年生の懇話会

　義務教育の 9年間を終え、新たな進路に進む中

学 3年生にメッセージを送ろうと浜上町長が懇談

会を行いました。

　浜上町長は、自身が京都で働いていた頃を振り返

り、「当時一緒に働いていた仲間とはいまだに交流

がある。人との出会いを大切にしてきた。高校で離

れる同級生もいると思うが、仲間としていつまでも

仲良くしてほしい」と語り、「皆さんの可能性は無

限大。目標を定めて頑張ってほしい」と激励を送り

ました。

▲生産者の皆さんと一緒に給食を食べる児童

▲白熱した戦いをみせる選手の皆さん

▲声援を受け、一生懸命に相撲を取る園児たち

▲中学生にメッセージを送る浜上町長

1 月 30 日、長井小学校

2月 2日、3日、小代健康公園

2月 13日～ 26日、うづか幼稚園

ふるさと給食交流会

第 19 回兵庫県雪合戦大会

第 6回ちびっ子大相撲「うづか場所」

　学校給食に季節の野菜を納品している「長井ふれ

あい朝市グループ」の皆さんと児童が一緒に給食を

食べて、生産者に対する感謝の気持ちを育てようと

「ふるさと給食交流会」が行われました。

　この日の献立は、同グループが生産した大根を

使ったけんちん汁や香住産コシヒカリのご飯などが

用意されました。

　5年生の原那
な ほ

帆さんは「栄養のある野菜を作って

いただいたおかげで元気に学校を過ごすことができ

ています」と感謝の言葉を述べました。

　日本雪合戦連盟公認の「第 19回兵庫県雪合戦大

会」が開催され、県内外から一般、レディース、ジュ

ニアの 3部門に合計 52チームが参加。積雪不足の

ため室内公式球を使用しての試合となりましたが、

白熱した戦いが繰り広げられ、会場は熱気に包まれ

ました。

　地元の少年野球チームで参加した、小代小学校 6

年生の村尾俊
しゅ ん た

汰さんは「攻めすぎずにじっくり守り、

相手の球が減ったときに攻めることに心掛けまし

た」と語ってくれました。

　あきらめず最後までやり抜く力や負けた人への思

いやりを養おうと、うづか幼稚園で「第 6回ちびっ

子大相撲『うづか場所』」が開催されました。

　2月 13 日を初日に、26 日の千秋楽までの 7日

間、9人の園児たちは総当たりで対戦。5日目とな

る 22日には地元老人会の皆さんも応援に駆け付け、

園児たちに声援を送りました。

　「颯
そ う た や ま

太山」こと西村颯
そ う た

太ちゃんは「力いっぱい押

して頑張ります。優勝を目指します」と語ってくれ

ました。
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行政放送が聞き取れ

なかった場合はお電

話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）
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▲香美町の干物はうまい！（ホタルイカをあぶっています）

▲春の訪れを感じさせるホタルイカの調理例

　

あ
な
た
は
春
の
魚
介
類
と
言
え
ば
、
何

を
想
像
し
ま
す
か
？
鰆

さ
わ
ら

？
鯛た

い

？
鰤ぶ

り

？
鰰

は
た
は
た

？

細さ

よ

り魚
？
鰈

か
れ
い

？
春は

る

つ

げ

う

お

告
魚
？
私
は
兵
庫
県
が
漁

獲
量
日
本
一
を
誇
る
ホ
タ
ル
イ
カ（
蛍
烏
賊
）

を
想
像
し
ま
す
。

　

私
は
冬
の
松
葉
ガ
ニ
シ
ー
ズ
ン
に
仕
入
れ

の
た
め
、
毎
朝
の
よ
う
に
柴
山
港
へ
通
い
ま

す
が
、
底
曳
船
は
一
隻
ま
た
一
隻
と
網
を
積

み
替
え
、
松
葉
ガ
ニ
漁
か
ら
ホ
タ
ル
イ
カ
漁

へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
丁
寧
に
箱
詰
め
さ
れ
た
ホ
タ
ル
イ
カ
が

競
ら
れ
て
い
く
様
子
は
ま
さ
し
く
春
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
香
住
の
風
景
で
す
。

　

鍋
物
や
温
か
い
料
理
が
中
心
だ
っ
た
冬
の

食
卓
も
春
に
向
か
う
に
連
れ
、
一
品
料
理
が

増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
イ
カ
は
干
物
や
ボ
イ
ル
な
ど
の
単
品

で
も
良
し
、
パ
ス
タ
な
ど
メ
イ
ン
料
理
に
混

ぜ
て
も
良
し
と
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
な
食
材

で
す
。

　

漁
師
町
の
こ
の
町
で
は
「
ホ
タ
ル
イ
カ
が

残
っ
た
と
き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
冷
凍
保
存
を
し
ま
し
ょ
う
。
ホ
タ
ル
イ

カ
で
気
を
付
け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
寄

生
虫
（
ホ
タ
ル
イ
カ
の
場
合
は
主
に
旋
尾
線

虫
）
で
す
が
、
そ
の
寄
生
虫
も
一
定
条
件
を

満
た
せ
ば
冷
凍
保
存
に
よ
っ
て
死
滅
し
ま
す
。

生
で
食
す
る
場
合
に
は
う
っ
て
つ
け
の
保
存

方
法
で
す
。
そ
れ
で
も
消
費
で
き
な
い
場
合

は
、
釣
り
の
エ
サ
と
し
て
お
父
さ
ん
に
も
っ

と
大
き
な
魚
を
釣
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
小
さ
な
ホ
タ
ル
イ
カ
で
す
が
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
ね
。

　

「N
o fi sh , N

o life

」
魚
の
無
い
人
生
な

ん
て
考
え
ら
れ
な
い
！
そ
ん
な
思
想
が
町
民

に
広
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
と
と
活
隊
員
と

し
て
切
に
願
い
ま
す
。

魚
とと

の拾弐…ホタルイカ

　皆さん、こんにちは！「香美町とと活隊」の原
弘一です。
　私は佐津で民宿を経営しています。「未来の香
美町の担い手である地域の子どもたちに、全国に
誇ることのできる香美町の海産物の素晴らしさを
伝え、我が町に誇りを持ち、たくましく育っていっ
て欲しい」そんな思いで活動をしています。
　魚食普及はもちろんのこと、子どもたちが魚介類に興味を持ってもらえるのな
ら積極的に参加しますので、ぜひ声をお掛けください！


